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13. ヒラタコクヌス トモ ドキの DDT抵抗性の発達券 前田 理 (京都大学出学部昆虫学研究

尾)33.̀4.24受理

DDT を均丁にまぜたメ1)ケン粉の中でヒラタコクモストモドキを飼育する時, DDT鉱坑性がど

のように増大するかをLD-50,薬丑死亡率回帰iE線の慣斜 bなどにつI､て調べた･DDT抵抗性は

漸次増大するが,高い取成の DDT を含むメ.)ケン粉で飼育したものほど拡抗性発適の程度が高い.

また死亡率に彫轡をおよはさない程度の低い DDT 泣皮のメT)ケン粉の中で累代飼育すると拡抗性

の増加に彫額をおよはきない. DDT 抵抗性が増大するにつれて,bの位が小さく.なる幌向がある.

苦虫が殺虫剤に対して抵抗性を発透させてくるとい

う問題は最近世界各地 こおいて重要になってきている.

戦後,大丑の有機合成殺虫剤が苦虫の防除に用いられ

てきたが.これらの殺虫剤は化学的に以前のものに比

べて安定で,･芋虫がこれらの殺虫剤に対して触れる時

間が長くなったとも考えられる.世界各地 で多くの

害虫にこのような現象がみられているが,わが 国で

は比較的事例が少ない. 塚本ほか7JJによると彦根市

で マラt)アを少なくする為の大 規模 な DDT撒布

によって.DDT抵抗性のイエバエMuscadomesLica

viciTZaができたし,また現業苦虫では モンシロチョ

ウPierisrapaeの DI?T抵抗性の発達が報告されて

いが'13).今後も殺虫剤の使用によって, さらに多く

の殺虫剤抵抗性の系統の出現が考えられる.

世界中で最も経済的に式要であると考えられるのは,

イエバエにおける殺虫剤抵抗性発達の問恩である.イ

エバエでは世界各地ではば行那引弓この問題が重要にな

ってきており,そq)抵抗性発達の程皮も他の害虫と比

較して極めて高p･多くの研究者によって多くの観察

や実験が報告されているが, これらは Metcalf12)に

ょってその生理学的基礎について,'吉川はか10'及び

Crow叫こよって退伝学的立場から,Hopkins&Gor-

don8)によって延抗性の系統と非抵抗性の系統との間

の生理 的な差異についてそれぞれ綜説されている.

種々の問題点についてこれらの研究の結果は必ずしも

一致したものではなく,研究者にまって,また調べた

系統によってかなりの違いがある.たとえば,お宅抗性

の系統と非抵抗性の系統との問に発育速皮,体の大き

さ,その他多くの形題的生理的な差異のあるfifが報告

されているが,これらにおいて⊥致した結果が得られ

ない場合が多い.このような差異ができたのは.穀虫

剤抵抗性を発達さすための淘汰によってこれらの特性

をもった個体群が同時に分離した為で,このような特

性と殺虫剤抵抗性の発達とは厄技に何も関係がないの
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ではないかと考えられる.

殺虫剤抵抗性発達の現象に対して,従来迫伝学的な

研究が多く行われてきた.その結果によると,殺虫剤

が突然変異をひきおこし,それによって抵抗性が発達

したという報告は何もないし,またこのように考える

訊 ま困難である.多くの人たちは,以前からその個体

群の中の殺虫剤に対して弱い迫伝子の組合せをもった

個体が除かれ,強い組合せのものだけが残る郡によっ

て抵抗性を発達させると考えている.また殺虫剤に国

技に苦虫が逆応するItいう､ような post･adaptiv9な

考え方も受け入れられていない3･5). Blissりは薬塁死

亡率回帰首線.の方向係数 bを殺虫斉鹿 抗性の変異を

あらわす指数として用いて,抵抗性が発達するにつれ

て bの値が大 きくなる場合11), 同じである場合】5)

小さくなる場合4'の三つの場合があるとのべている.

また Hopkins良 Gordon8)は粒々の殺虫剤抵抗性の

発達した苦虫について調べられたデータを検討して,

殺虫剤抵抗性の告虫は一般にbの値が非抵抗性のもの･､
書と比べて小さいが,長期間殺虫剤によっ七淘汰を続け

た系統ではbの値が大きくなってくるとのべ,迫伝的

な heterogeneity と抵抗性の変異との関聯性を強く

主張している.しかしこ でゝ引用きれたデータの大部

分は,抵抗性の変異を調べる事を目的として調べられ

たのではなく,もつと厳密に殺虫剤抵抗性の変異が世

代を迫ってどのように変るbJ,を調べる必要がある･

実験に用いた ヒラタコクヌストモドキ TrL'bolium

confusum Duv･は,メ))ケン粉によ.って飼育が極め

て容易で,従来多くの個体群生態学の研究に用いられ

てきたが.また系統の保持も極めて容易で,このよう

な研究にも適している. 迫伝的に･hetcrogeneousで

あると思われる共通の祖先からいくつかの系統にわけ

てまた淘汰の方法をかえて DDT のまぎったメ.)ケ

ン粉の中で累代飼育した.そして世代が遊むにつれて

DDT抵抗性がどのように増大するか,共立死亡率曲

線の夙斜がどのように変るか,またそれにともなって
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Tab一el･ Methodsofsucceedinggeperationsofthecontrolandtheresistantstrains
rearcd王r..DI)TICOntaincdflollr.Thesestrain.SStartedwith acommonancestor.

他の形態的生態的性質がどのように変るかを調べた.

この研光を進めるに当って御指導いた いゞた内田敬

重芝に厚く御礼申し上げる.

実 験 方 法

実験に用いた系統の祖先は,和歌山県下の製粉工場

で採黙され,本研究室で数世代飼育されてきたもので,

氾伝的には heterogeneousなものと考えられる.

1955年 10月以来この祖先から節1宏のような方法で

系統をわけ,溢班300,関係氾唆 65-75,00'の環境条件

の下で累代飼育した.従来殺虫剤抵抗性にはin伝的な

要因が非7;'fに詔要であるとされているので,伝牡代の

親のA'(が拡抗性の発辺に関聯をもっているものと想わ

れ号.すなわち転tLr代1対の親を選び系統飼育する:iS

によって災Bl飼育をした場合よりも迫伝的に homo･

geTleOuSな個体を速くうる弓1-ができると思われる.そ

こで対照系統と抵抗性の系統の各々について,萩の数

が1対及び5対の系統を3組ずつ作り,累代飼育した.

累代飼育の方法は節1図に要約した.雌柾をわけた

1対または5対q)ヒラタコクヌストモドキの蛸をとり.
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20gのメ))ケン粉を入れたシャーレ (-B径 8.1cm,

深さ･2.9cm)の中へ入れた. このメI)ケン粉に抵抗

性の系統では P,2'･DDT をメリケン粉 1g当 り5y

または10Yを均一にまぜたこ1週間以内にこれらの蛸

は羽化しまもなく産卵を始めるが3週間そのままで産

卵させ成虫だけを取除く. さらに､3-5週間すると一

部が痢化しさらに羽化し始めるが,この中から1対ま

たは5対の蛸をとりだし,次の世代の親として用いた.

このような方法で第1表の系統を累代飼育した.

以上は毎世代の始めに1対または5対の親を選択し
∫

て射 て飼育した系統であるが,さらに脚体訂紬,.死滅し

ない程度に高い繊度- メ.)ケン粉1g当り20-50Yの

I,,I,′-DDT を含むメ))ケン粉の中で飼育した系統 D

を累代飼育した. このような高い粒度では1世代を経

過するのに,10週間以上を変するので,5二週間産卵さ

せさらに5週間以上して幼虫の多くが鋼化または羽化

して後生き残った虫全部を次の世代の親とした. ､~

DDT 抵抗性の測定法

ヒラタコクヌストモドキは,1日当りの産卵教が比

殻的少なく,令の揃った多数の成虫を一時にうること

は困難である.また成虫は雌雄の間で抵抗性に差のあ

る事がLoShiavo11)によって報告されているので,班

雄まぜて準定した場合には抵抗性の変異ゐ幅が雌雄別

の場合より広くなる.そこで成虫が産卵した卵を極々

の温床のDDTを含むメ])ケン粉の中へ入れ,ある期

間 (4-6週間)たって後の生存率から英塁死亡率曲線

をだした.DDT を含むメリケン粉から羽化した成虫

の性比は,DDT を含まないメリケン粉から羽化した

成虫のそれに比べて述わないてしたがってこのような

方法によると雌雄の抵抗性の差は問題とならない.

ある世代のある系統の I)DT 在宅抗性 を孤灯定するの

には,第1図に示されているように10頭の雌雄をわ

けた焔をとりだし,30gのメ リケン粉を入れた直径.

8.6cm,抹さ 2.9cm のシャーレiこ入れ3週間産卵さ

せる. さらに5週間後 に羽化した成虫を他の新しい

30gのメリケン粉に移し産卵させる.この卵を200個

ずつ粒々の氾皮の DDT を含むメ')ケン粉 20gの中

へ入れ,4-6週間後一部が羽化し始めた頃50メッシ

ュのふるいによって生存虫数を数える.DDT を含ま

ないメリケン粉で飼育した場合にもある程度の死亡率

が見られるので,一番死亡率の少なかった氾皮での死

亡率に対して全体を補正する必要がある.このために

Abbottl)が提唱した方法を用いた. すなわち

qo:DDT が入っていないメ.)ケン粉または一番死

亡率の低かった渋皮のDDTを含むメ))ケン粉

中での生存虫数
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q:粒 の々渋皮'のDDTの入ったメリケン粉中での

生存虫数

とした時.その祁正死亡率は (1-q/qo)×100 によ

って計許される.

薬員死亡率回帰直線の決定には,最小二乗法で解く

代 りに､ FinD.eyの図解法7) (graphicapproximate

rpethod)によL?て行った.すなわち,片対数方眼紙

の対数目盛を杭軸とし薬包を,普通目盛を縦軸として

死亡率の probitをとり,実験の結果を記入する.こ

れらの各点は大体垣緑からあまりはなれていない場合

が多いので,LD-50すなわち prob王t5の点の附近を

中心として透明定規で直線を引く.この直線が probit

5と交わる点の薬包が中央致死薬塁 LD-50である.

最低薬包 x)と成高薬包 xkのこの直線上の probit

を Yl,せkとすると羊のtEi緑の傾斜は

b=(Yh-Y】)/(xh-XJ),

である.このbの値は,薬包の対数で1当り,すなわ

ち薬包の10倍 の変化に相当する死亡率 probitの変

化であるから,図上か らも容易に計算できる.また

この値の逆数は,LD-50の標準偏差であり,殺虫剤

に対する感受性の変異をあらわす指数である.この回

帰直線に対して実験した値がどの程度適合しているか,

すなわちこの回帰直線からのはずれが実験誤差の範囲

内にあるかどうかをきめるために,適合度の検定を行

った･図上で各英虫に対応する probitの瓜 すなわ

ち expectedprobitを求める. この値からその値に

相当する死亡率タ をだし, さらにこれに qqを乗じ

て死亡した理論上ゐ虫数 qo♪が各薬量についてえら

れる.実際にえられた値 qo-qhとの差 qo-qk-gop

がこの層線からのはずれゐ度合を示す.これによって

垣緑性の検定をするには,

蓋 欝

の伯が自由皮 k-2の x2分布をする事を利用する.

このlLEが Xo2(n-A-2)-0.05より大きくなったなら

ば,結果をあらわすのにはこの田螺では不適当であり,

この値が5%水準でのXo空の位より小さくなったもの

を回帰直線によく適合するものとしておもに取りあげ

た.実際に実験中に何らかの障毘 たとえば環境条件

.o不均一な似合のデータは珂扇田鰍こ適合しないが,.

-一丁,払子大体よく一致した･このような方法によっt,

抵抗性の5u定は各系統について.毎世代あるいは2世

代に丁度行い.LD-50,bの佑;回帰直線の適合度の

検定を行った.

なお各世代においてどの毘皮 DDT によってこの

虫が死んでいるかは,成虫の産卵数が不明であるので
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Table2. ChangeofLD･50andbva一uesforDDTbyfoodapplicationonlarvae,which
hatchedfrom eggs,iD.Successivegenerationsal,ler山e仁or,trotstrainswereseparated.

():No.ofdegreesoHreedom

H :Dataheterogeneousat5% level

わからない.そこで共立死亡率回帰iEi繰をだし,その

世代飼育したと同じDDT没皮での死亡率をもって,

その世代の DDTによる死亡率とした. したがって

この他はLD-50の場合と同様に.､DDTを含むメt)

ケン粉から羽化した成虫から1世代難やし,その成虫

が産んだ'卵によってえられたものであるから,厳密な

意味での DDTによる死亡率ではない.

結果および考察

DDTを含 まない メリケン粉で累代飼育した系統

(対旧系統)でのLD･50,bの値は,第2表のように

なった･6系統ともT･Dl50に大きな変化はなく,紘

抗性の相加も減少もみられていないが,系統の問で多

少の蓋只ができてきた. CIl,Cv3は DDTに対し

NH:Datanotheterogeneousat5% level

て強く,Cvlは弱い.bの値についてみると, 毎世

代5対ずつの成虫に.産卵させ累代飼育した系統 Cvl,

Cv2,Cl･3(以後5対系統と呼ぶ)では世代を盃ねる

にしたがって大きな変化はないが,1対ずつ累代飼育

した系統 (以後1対系統と呼ぶ)では何れもbの値が

小さくなっている.1対系統ではiEi伝的にhomogen･

eousになるから,DDT拡抗性の変異も小さくなる

のではないかと考えられるが,実際にはその逆になっ

ている.これは各系統内の inbreedingによって系統

の vigorを弱め, その結究抵抗性の変異が大きくな

ったのではないかと想われる.

DDTを 1g当り57および107含むメリケン粉の

中で累代飼育した系統での LD-50,blの値は第3表
に示す通 りである.いずれもDDTに対してある程度

強くなってきている.そしてDDTの渋皮が高いほど
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抵抗性の程皮は拓くなっている.すなわち5YのDDT

を含む メリケン粉の中で累代飼育した系統 A よりも,

10/の DDT を含むメリケン粉の中で飼育した系統

Bの方がLD-50が高くなっている.抵抗性の発達の

程度は,同じ方法で累代飼育した系統の問でも差がで

きてきてお り, ATlは AI2よ りも,また Av2は

Avl,Av3よりも抵抗性の発達の程度が低い.

世代 を累ねるにつれて DDT抵抗性がどのように

発達するかをみるために, LD-50の増加の状態を

L示したのが第2図である. DDT抵 抗性 は AT2,

Avl,Av3系統では10位代目位まで抵抗性の増加が

みられ,大体対照系統と比較して LD-50で2倍程度

になり,それ以後は増加しない.これに対してArl,

Av2系統では5世代日位ですでに平衡に達し, それ

以上の増加はみられず,その抵抗性の発達の程度も低

い.B系統では15世代目位まで抵抗性の増加が続き,

対照系統に比べて LD-50で4倍位にまでなっている･

Decker&Bruce6)は,イエバエにおける殺虫剤抵抗

性の発達は最初の数世代から十数世代は非常におそい
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てい る.そしてそのFa]接の証拠 として,殺虫剤の

sub!ethalな渋皮による処理は抵抗性の増加に何らの

影響をおよばさないとのペている.この実験において

も死亡率の極めて低いsublethalな渋皮lrlは抵抗性の

増加はみられないし,また今後同じ氾皮で飼育を続け

ても抵抗性の増加する串はないように思われる.

bの値 (蔚3表)をみると,対照系統の場合と同様

に系統間の差が大きく,All,Av2では bの値が大

きく,抵抗性の変異の幅が小さい.これに反して･A(2,

Avl,Av3,Bvl,Bv2,Bv3系統では対照系統より

もbの値が小さく,l)DTに対して放くなった系統ほ

ど抵抗性の変異が大きくなっている.

抵抗性の発達につれて飼育メリケン粉の DDT溝
度を高める時,DDT題抗性がどの程度まで増加する

かを調べたのが第4表である･ LD-50は漸次四加し

て,対照系続に比べてLD-50で8倍位,LD･'95では

10-15倍位になっている.このように抵抗性のあら

わし方によって延抗性発達の程度がちがうのはbの値

がちがうからで,対照系統と比較してまた A系統B
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LD･,50:- ◎- , larvalmortality :一一110-:一一

が,その後急速に上昇したとのペている.この虫にお

いては抵抗性の発達の程度もイエバエと比較すると低

く,発達の速俊も10世代から15世代で一応平衡に迂

している.また5世代より前は調査がないので不明で

ある.蓑虫死亡率回帰垣緑から飼育メ))ケン粉中での

幼虫死亡率を推定してみると第2図のようになり,い

ずれの系統においてもDDTによる死亡率が低くなる

につれて抵抗性の増加はとまる.CrムwS,は殺虫剤延

抗性に関係している迫伝的構成が個体矧こよって遜っ

ており,殺虫剤によって抵抗性の gcnotypeをもった

ものが淘汰される事にようて延抗性が増大すると考え
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系統と比較してさらに b_の値が小さくなっている.

そして抵抗性の変只の増大は抵抗性の増加に大きい意

味をもっていると.ETiiわれる.LD-50およびbの低に

ついても系統の問に差があり,D4系統はDDT抵抗

性があまり高くならず,Dl,I)3系統は他と比較して

抵抗性の増加がいちじるしい. このように同じ方法で

系統飼育した場合に,系統の間に10世代程皮でこのよ

うに抵抗性の差異が生じてくる.これは系統の間に抵

抗性を発達させうる能力すなわちpotentialresistance

に差があり,抵抗性の発達に迫伝的な要因が非常に重

要である弓iを志雄する.
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Table3･ I)evc10pmcntofLD-50andbvalues'forDDTbyfoodapplicatiopOn7arvad,
whichhatchedfromeggs,forsllCCeSSivegen.erationsaftertheresistantStrainshadbeen
reared-intheflour,inwhichDDTwasuniform一ycontained.(Ⅰ)
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Table4, DevelopmentofLD-50andavaluesforDDT byfoodappl王cationonlarvae,
whichhatchedfrom eggs,forsllCCeSSivegenerationsaftertheresistantstrainshadbeen

rearedintheflour,inwhichDDTwasuniEormlycontained.(II)

さきにのべたようにbの値の逆数は LD-50の捺準

偏差であり,抵抗性の変異をあらわす指数である.系

統飼育によって迫伝的に htomogeneousになるにつ

れて抵抗性の変異が小さくなり,bの位が大きくなっ

てくるのではないかと思われる.また殺虫剤によって

その個体群の DDT に対して弱い系統のみが残る結

凪 と抵抗性の増加にともなってbの値が大きくなるの

ではないかと考えられる.この実験においてもbの値

は実験上の誤差による変動が大きく,はっきりした幌

向はつかみにくいが,裂虫剤抵抗性が高くなるにつれ

てbの値が小さくなる傾向がある.また抵抗性が発達

しにくい系統 AIl,Av2ではbの位も比較的大きい.

1対飼育系統が5対系統よりもbの位が大きくなるよ

うな幌向はみられず,対照系統ではかえって1対系統

の方が抵抗性の変異が大きくなってきている. このよ

う,に迫伝的な heterogeneiti と殺虫剤抵抗性の変異

との間にははっきりした関係はみられなかった.

抵抗性の系統と非抵抗性の系統とが形態的にまた生

態的に違っていたという多くの報告がある.この虫に

おいても系統の間で体の大きさ,発育日数にある程度

の差異がみとめられたが,殺虫剤抵抗性とは全く無関

係であった.実験に用いた系統は対照系統では10世代

･ 日,抵抗性系統Bvl,By2,

?nabiee5C'ont?oulraatiodnth0teeesviesltoapDTes:;:limps?riroed,rae:ednt:㌘Tnole:norax B;.,3芸諾f芸監禁 ?望,0.言霊
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メリケン粉 で1世代 雅やし,

この成虫が産卵した卵を垣径

8.5cm探 さ】.5cm の ペ ト

リ皿に入れた 20gの メリケ

ン粉の中へ200個ずつ入れ,

温度300, 関係粒度 65175

%の環境条件の下で飼育した.

4日毎に羽化してくる成虫数

を数え.またその発育日数の

平均値を計算した.また全部

が羽化を終って後その中から
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任意に20頭 の成虫をとり1='し,60%のアルコールに

浸して殺した後,胸の幅を測った.結果は節5表 の

ようになり, 発育日数は一番長いもの Cl･1,-番短

いもの Cl･3の問で有志の差がある.またこのような

発育日数の長短の系統による差は系統fWI'の柘世代の

発育においても認められる.また胸の幅 も大きい系

競 Cyl.Bl･2と小さい系統 C13の問では有志な差が

認められるが,これらは発育日数の長短,DDT 抵抗

性となんらの悶聯性もみとめられない.

摘 要

DDT を均一に氾ぜたメI)ケン粉の中で,ヒラタコ

クヌス トモドキーTriboliu,∫- onfzLSum Duv･ を累

代飼育する時, この虫の DDT 抵抗性がどのように

発達するかを中央致死茶毘 LD-50,薬品死亡率回帰

屯緑の拭斜 b,飼育メ')ケン粉中での死亡率の推定位

などについて調べた.

1) I)DT_抵抗性はDDTを含まないメ')ケン粉で累

代飼育した系統に比較して LD･50で 2-8 倍増加

した.またDDTの氾い氾皮のメリケン粉で飼育し

たものほど抵抗性の程碇が高くなった.

2) ∵定の氾皮のDDTを含むメ.)ケン粉中で累代飼

育した系統では. 10-15世代までに抵抗性の増加

が平街に達し.それ以後は増加しない.また平街に

迂した時の幼虫死亡率の推定値は低く, 10% 以下

で,死亡率のない程度の低い氾皮での処理は,抵抗

性の相加に雄蜂をおよはきない.

3) 同 じ方法によって累代飼育した系統の問でも,

LD-50.bの債に差がでてくる.これは系統の問に

拡抗性を発達しうる能力 potentiと1resistauceに差

があり,迫伝的な要因が抵抗性の発達に重要な意味

をもっているiiiを意味する.

4) bの値は抵抗性の発達につれて小さくなる幌向が

ある. 1対飼育系統が5対飼育系統よりもbのldtが

大きくなるような幌向はみられなかった.このよう

に迫伝的な heterogeneity と殺虫剤抵抗性の変只

との間には,はっきりした閑聯はみられなかった.

5)･系統の問で,胸のゆ乱 発ff日数にかなりの差がみ

られたが, これは抵抗性とは全く知閥 族であった.
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R占sutn6

DcvelopmentofDDT resistanceintheFlour

beetle,TT･iboliumconfusumDtJV.,WasCXamined.

Severalstrainswere.separatedfrom acommon

ancestorwith geneticheterogeneity,which was

collected inWakayamaPrefectureandhadbeen

rearedinthef一ourcontainedDDT udformlyfor

success;vegenerationsbythedifferentprocedures

asshowninTab一e1/DDTsusceptibilitywastested

asfollows:200eggs,wcrcputinto20gmsof

theDDT_containedflourforseveralconcentra･

tiorl.SaT-d survivorswere countedwhen some

adultsbegantoemerge,andLD-50andslopeof

logdosage･probitHp.C-avalue-werecalculated,

applyingAbbott'scorrectiontothemortal王tiesin

c三IChconcentration.

(1) TheDDTresistantstrahsbecamefrom two

toeighttimesresistanttoDDT,comparedwith

mecontrolstrainswIlen meaSllredbyLD-50.

DDT resistancedevelo'pedtohigherlevelinthe

highly selected strainsinproportiontoDDT

conccntration50fflour.

(2) Whentheseinsectswererearedintheflour

contained constant concentration ofDDT for

successivegene,rations･I)DT'resistance王ncrelSed＼
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tillabollttenth ムrfiEteenth generations, AD.ddid

notincreaseafterthattime･Whentheincrea?eoE

DDTLresislanceattainedtoequilibrium,estimated

valueof larval mortality in DDT-contained

Flourwasvery low below 10percent.Itwas

considered thatrthetreatmentbysubledlaldose

showednoeEfccton thedevelopmentof-DDT

resistance.

(3) There appeaied s王gD.ificant diEfercncesin

LD･50at'd avaluebetween thestrainsrearもd

forsllCCeSSivegenerationsbycommonprocedures.

蔚 23 巻-I

TIleSe differences reveal 血ose of potential■

reslstanceoninsecticideresistance.

(4) As thisbeetlesbecameresistaD.ttODDT,a

valtl.eSdecreased in every strains. There was

recognizednoclear'coDll.eCtion between genetic

heterogeneityandvariationofDDTsusceptibility･

(5) Morphological arI_a ecologicalcharactors-

wid血 of血Orax and du.rationofdevelopmental

period-were significantly differentarr:ong the

strains, bllt 血ese did notdepend on DDT

resistance.

rS一al)ility ofMelhylParathionDustFormllhtiotlSAndtheEffectofStalliliz:cr80nthe

TnSCCticidalActiv)fly.Stlldieson OrgaD_OPllOSphorusInsecticides.ⅠⅤ ･:与 SeizoM T̂StJhIOTO,

Tats1100Ktlrn,andlchiroHoNDA.(FujiChemicallndustr王alCo.,Ltd.)ReceivedApril20,

1958･BoLyu-Kagaku,23,74,1958(with Englishresume,80)

14･ メチノレ ラヾチオン粉剤の安定性並びに安定剤の殺虫力に及す影響につし､て 有琴瞬製

剤に関する研究_(第4報･*) 松本桁蔵,大久保達雄,本田一郎 (富士化学=菜株式会社)33.4.20受理

マラソン粉剤安定化の研究において得られた良好なる処方を選択しこれを溢礎にしてメチルパラチ

オン粉剤を調製 し各温皮に於ける安定性を検討すると共に,その試験結果中より寂良の処方を選択

しパイロットプラントによる製造試験を実施し更にその製品について安定性を検討したところ,マ

ラソン粉剤の場合と略同じ結果が得られた.即ち表面酸性 pKa≧3の場合分解率は極度に低下する

悦向を示した･ 叫の場合も又表面酸性が経時変化防止の相接でありH十 が分解の支配的因子であ

ると云うことが出来る.著者等が旺掛 こ於て推賞した安定剤 polyoxyethylenealkylether,poly-

oxyethylenealkylphenylether･polyox.y?thylenedialkylether等は何れも安定効果顕著である

が.此等 の安定剤が殺虫力発現に対して如何なる彫聾を与えるかを二化疾虫の越冬幼虫を用いて室

内試験を行い二三の知見を得た.

著者等は既報1･2)において有機瞬製剤の安定化もこつ

いて報告した.即ちマラソン,メチルパラチオンにお

いてそれらの増虫剤の表面酸性を検定し適当なる安定

剤を用いて pKa≧3 に改良出来る場合には分解防止

の目的を達成t,うることを述べ･次いでマラソン粉剤
の詳細なる安定化実験を行い安定剤を用いて pKa≧3

なる場合には殆ど例外なく分解率が少いことを報告し

た. これら有効成分の分解を考える場合,増員剤の表

面軟性が支配的因子であって H+が有効成分に作用

して分解を恕起せしめるものと考えることが出来る.

メチルパラチオン粉剤についても従来色々な角皮から

分解防止試験を実施してきたが仲々困難であった.節

報に於て述べた如く粉剤の製剤化においては増畠剤の

選択が極めて大切であって,エチルパラチオン粉剤に

おいては糊良剤の厳選によづて分解率を極度に押える

ことが出来るがメチルパラチオン粉剤は造かに不安定

であり使用上から見ても資源的に見ても大きな問題と

云わねばならぬ.安定剤として用いたものは,グルコ

ース,シスチン,レシチン,有機批素化合物,二塩基

性有機酸,脂肪酸, ミルクカゼイン,枯物hh,機械油,

魚油.等数十種に及ぶも実用的柘値あるものを発見す

ることが出来なかった.しかるに表面酸性なる観点か

ら.増員剤の pKaを ≧3 に改良しうるものが界面活

性剤中にあることを発見し先づマラソン粉剤について

詳細なる分解防止試験を行い此の試験結果を基礎にし

てメチルパラチオン粉剤の安定化について研究した.

半本鞭は昭和33年2月23日九州病苦虫研究会において, 松本,大久保 :有機燐製剤に関する研究 節4報
メチルパラチオンの安定性につい-て.松本,本田 :有損燐製剤に関する研死 郡5報 メチルパラチオン粉剤
における安定剤の殺虫力に及す彫蟹についてという題目で誘拐発表したものをまとめたものである, 禾報を

以て節′4報とす･
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